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●人のうごき（７月１日現在）
9,554人（－8）
男4,780人（＋2）　女4,774人（－10）
出生9人　死亡8人　転入23人　転出32人
3,601世帯（＋8）（　）内は前月比

目　次 02
05
08

7代目　ALT　アレン先生ありがとう
町制施行60周年記念作文・絵画・イラスト作品募集
茶品評会結果

●とうもろこしの皮むき /7月12日（火）
　 町立保育所でとうもろこしの皮むきが行われました。年中クラスの園児さん

は一生懸命力を込めてむいていました。むいたとうもろこしは、その日のお
やつの時間に焼きとうもろこしとして振る舞われました。



７
代
目
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

　ア
レ
ン
先
生
あ
り
が
と
う

　三
年
の
任
期
を
終
え
ら
れ
た
ア
レ
ン
・
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
バ
ン
ヘ
レ
ン
先
生
の
送
別
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
中
学
校
で
の
英
語
指
導
だ
け
で
な
く
、

小
学
校
や
保
育
所
・
幼
稚
園
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち

と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
住
民
と
の
交
流
も

行
い
国
際
理
解
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
８
日
（
金
）、
ア
レ
ン

先
生
の
送
別
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
西
谷
町
長
は
「
多
く

の
住
民
の
方
々
と
交
流
し
て
い

た
だ
き
、
人
と
の
つ
な
が
り
の

輪
を
育
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
自
然
豊
か

な
美
し
い
風
景
だ
け
で
な
く
、

交
流
を
通
じ
感
じ
て
い
た
だ
い

た
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
や
温
も

り
を
い
つ
ま
で
も
心
の
ア
ル
バ

ム
に
残
し
て
い
た
だ
け
た
ら
」

と
お
礼
を
述
べ
、
増
田
教
育
長

は
「
お
別
れ
は
と
て
も
寂
し
い

で
す
が
、
今
後
も
子
ど
も
た

ち
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
っ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

て
く
だ
さ
い
。」
と
惜
別
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　
児
童
生
徒
を
代
表
し
て
、

維
孝
館
中
学
校
３
年
生
の
中

森
紗
也
佳
さ
ん
が
「
短
い
間

で
し
た
が
、
先
生
と
過
ご
し

た
時
間
は
本
当
に
楽
し
か
っ

た
。
私
た
ち
の
先
生
で
い
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
英

語
で
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。

　
ア
レ
ン
先
生
は
「
こ
の
町

の
人
た
ち
は
礼
儀
正
し
く
、

▼ 

児
童
扶
養
手
当
＝
ひ
と
り
親

家
庭
、
も
し
く
は
、
父
親
か

母
親
が
重
度
障
が
い
の
状
態

に
あ
る
家
庭
等
で
、
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

▼ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
お
お

む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
～

３
級
お
よ
び
４
級
の
一
部
、

ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
お
よ
び

Ｂ
の
一
部
に
該
当
す
る
障
が

い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
在
宅
で
養
育
・
介
護
し
て

い
る
父
母
等
に
支
給

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

所
得
制
限
な
ど
支
給
に
は
要

件
あ
り

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
年
に
一
度
、
手
当
を
継
続

し
て
受
給
で
き
る
か
確
認
す
る

た
め
現
況
届
（
所
得
状
況
届
）

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
受
給
者
の
方
に
お
送
り
し
た

書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ

れ
な
い
場
合
は
手
当
の
支
給
が

止
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

提
出
先
　
健
康
児
童
課
（
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）

受
付
期
間

▼ 

児
童
扶
養
手
当
＝
８
月
１
日

（
月
）
～
31
日
（
水
）

▼ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月

12
日（
金
）～
9
月
12
日（
月
）

健
康
児
童
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
６
）

　
母
子
家
庭
の
母
親
の
健
康
管

理
の
一
助
と
し
て
、
無
料
で
半

日
の
人
間
ド
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
　
府
内
（
京
都
市
を
除

く
）
在
住
、
4
月
1
日
時
点
で

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
、
満

30
歳
以
上
65
歳
未
満
の
母
親

※
昨
年
受
診
者
を
除
く

実
施
期
間
　
11
月
～
平
成
29
年

3
月
の
う
ち
土
日
祝
と
年
末
年

始
を
除
く
午
前
中

実
施
場
所
　
京
都
第
一
赤
十
字

病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切
　
９
月
２
日
（
金
）

申
込
方
法
　
健
康
児
童
課
に
備

え
付
け
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
（
あ
て
名
明
記
）

を
添
え
て
申
込
み

※ 

定
員
を
上
回
っ
た
場
合
、
受

診
で
き
な
い
可
能
性
あ
り

山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

（
☎
６
３
︲
５
７
４
７
）・
健
康

児
童
課（
☎
８
８
︲
６
６
３
６
）

　
お
年
寄
り
や
障
が
い
の
あ
る

方
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
と

そ
の
親
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療

保
険
各
法
に
よ
る
自
己
負
担
分

を
助
成
す
る
次
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

① 

老
人
医
療
＝
65
歳
以
上
70
歳

未
満
の
方
（
所
得
等
制
限
あ

り
）

② 

重
度
心
身
障
が
い
児
（
者
）

医
療=

65
歳
未
満
で
重
度
の

障
が
い
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
～
３
級
も
し
く
は
療
育
手

帳
Ａ
又
は
Ｂ
１
相
当
）
の
方

③ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療=

満

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
の

児
童
及
び
そ
の
親

④ 

重
度
心
身
障
が
い
老
人
健
康

管
理
事
業=

65
歳
以
上
で
重

度
の
障
が
い
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
～
３
級
も
し
く
は
療

育
手
帳
Ａ
又
は
Ｂ
１
相
当
）

の
方

介
護
医
療
課
（
☎
８
８
︲
６

６
１
０
）

　
当
制
度
は
、
本
人
（
及
び
配

偶
者
）
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
平
成
28
年
度
申

請
分
よ
り
、こ
の
対
象
年
齢
が
、

30
歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、「
も
し
も
」
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
め
る

こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
申
請

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・

介
護
医
療
課
（
☎
８
８

︲
６
６
１
０
）

﹁
現
況
届
﹂・﹁
所
得
状
況
届
﹂

の
提
出
を

～健康は歯から～ ●まずはお電話でご予約を●

△火曜　午前9:00～12:00・午後2:00～7:00

中川歯科医院
8

歯 は

8-5
ご　予　約

489銘城台10-5

診療時間 月

午前 9：30～12：30 ○

午後 3：00～8：00 ○

火

△

△

水

○

－ ○

○

木 金

○

○ －

○

土 日／祝

－

－

衛生士・助手
▶雇用形態
正社員・アルバイト
＊初心者・新卒の方
　大歓迎

急募

と
て
も
優
し
か
っ
た
」
と
３
年
間

を
振
り
返
り
、
秋
の
田
原
祭
り
で

神
輿
を
担
い
だ
り
、
緑
茶
に
つ
い

て
学
ん
だ
こ
と
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
貴
重
な
体
験
を
話
さ
れ
、
最
後

に
は
「
ま
い
ど
お
お
き
に
！
」
と

の
言
葉
で
、
会
場
を
お
お

い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
西
谷
町
長
か

ら
友
好
親
善
大
使
の
任
命

書
が
手
渡
さ
れ
、
田
原
小

学
校
６
年
生
の
堀
口
凌
佑

く
ん
と
宇
治
田
原
小
学
校

６
年
生
の
谷
口
治
貴
く
ん

が
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
山
城
地
域
に
残

ら
れ
る
ア
レ
ン
先
生
。
見

か
け
ら
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ

声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
制
度
の
お
知
ら
せ

母
子
家
庭
人
間
ド
ッ
ク

福
祉
医
療
制
度

国
民
年
金

納
付
猶
予
制
度
対
象
年
齢
拡
大

 Welfare

福祉

　
7
月
４
日
（
月
）、
西
谷
町

長
か
ら
潮
見
博
司
さ
ん
、
矢
野

登
代
子
さ
ん
に
、
法
務
大
臣
か

ら
の
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
７
月
１
日
か
ら
平
成

31
年
６
月
30
日
ま
で
の
３
年
。

現
在
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

皆
さ
ん
（
順
不
同
）。

・
潮
見
博
司
さ
ん
（
郷
之
口
）

・
谷
川
利
明
さ
ん
（
奥
山
田
）

・
髙
田
美
智
子
さ
ん
（
岩
山
）

・
矢
野
登
代
子
さ
ん
（
南
）

　
町
で
も
「
命
の
大
切
さ
」
や

「
人
権
の
大
切
さ
」
を
身
近
に

感
じ
、
考
え
て
も
ら
お
う
と
、

街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
８
月
１
日
（
月
）
午
後

４
時
30
分
～

場
所
　
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ド

ラ
ッ
グ
ユ
タ
カ
・
フ
レ
ン
ド

マ
ー
ト
各
店
の
駐
車
場

税
住
民
課
（
☎
８
８
︲
６
６

３
４
）

人
権
擁
護
委
員
に
再
任

・
潮
見
博
司
さ
ん
（
郷
之
口
）

・
矢
野
登
代
子
さ
ん
（
南
）

　
「
お
茶
の
京
都
」
交
流
拠

点
・
湯
屋
谷
の
夏
の
風
物
詩

「
灯
籠
張
り
」
を
ご
存
知
で

す
か
？
夏
野
菜
で
つ
く
っ
た

干
支
を
飾
り
、
祝
い
歌
を
書

い
た
四
角
い
灯
籠
を
、
４
つ

の
谷
ご
と
に
つ
く
っ
て
長
福

寺
に
奉
納
し
ま
す
。
江
戸
末

期
か
ら
続
く
行
事
を
広
く

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
こ
の

日
に
合
わ
せ
て
手
づ
く
り
の

灯
り
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
日
暮
れ
と
と
も
に
長
福
寺

周
辺
が
灯
り
で
と
も
さ
れ
、

境
内
で
は
盆
踊
り
が
催
さ
れ

ま
す
。
珍
し
い
生
演
奏
の
江

州
音
頭
は
迫
力
満
点
！

　
昨
年
、
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
湯
屋
谷
で
受
け
継
が

れ
る
伝
統
の
灯
り
と
、
新
し

い
灯
り
の
合
作
を
、
ご
家
族

揃
っ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
８
月
21
日
（
日
）

午
後
５
時
30
分
頃
～
灯
籠
奉

納
、
午
後
７
時
～
盆
踊
り

場
所
　
長
福
寺
（
宇
治
田
原

町
湯
屋
谷
上
西
谷
９
）

お
車
の
場
合
は
、
長
福
寺
駐

車
場
又
は
湯
屋
谷
会
館
駐
車

場
（
宇
治
田
原
町
湯
屋
谷
尾

谷
22
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

産
業
観
光
課
（
☎
８
８
︲

６
６
３
８
）

社協通信

・ 社会福祉協議会　☎88－3294・FAX88－4094

◉ 第１8回『聞こえのサロン』ご案内
　聞こえに不便を感じている方が対象の楽しい交流のひとときを過
ごすサロン。悩み相談や情報交換の場としてご利用ください。希望
者には聴力測定・補聴器相談も実施！ご家族の相談も歓迎です。

日　時　９月16日金　午前11時～午後３時
場　所　やすらぎ荘
内　容　簡単なゲームで楽しみましょう！
参加費　５００円（昼食代・当日徴収）
締　切　９月６日（火）
共　催　要約筆記サークル「グリーンティ」
　　　　宇治市障害者生活支援センター「そら」

＊当日は、要約筆記サークルが声や会話を文字にしてお伝えします。
＊お一人で参加しにくい方、送迎の必要な方は、お申し出ください

　本町では、住民参加のまちづくりと信頼される町政をめざし
て、「情報公開制度」「個人情報保護制度」を実施しています。
平成27年度における状況は下表のとおりです。
　今後も制度の利用に関わらず、多くの情報を提供するととも
に住民のみなさんの個人情報の適正保護に努めていきます。
＊�情報公開制度は、町が保有する公文書の開示等の手続を定め
た制度です。
＊�個人情報保護制度は、住民の皆さんの個人情報を保護するた
め、個人情報の取扱いに関する基本的なルールを定め、自己
に関する個人情報の開示等の手続を定めた制度です。

企画財政課　☎88－6632

情報公開制度・個人情報保護制度

平成27年度　情報公開制度実施状況

件数
処理状況

開示 部分開示 非開示
開示請求 ３ １ ２ ０
開示申出 ２ ２ ０ ０

　「開示申出」とは、請求権者（本町住民等）以外の者から
の開示の求めのことをいいます。

平成27年度　個人情報保護制度実施状況
①個人情報取扱事務の件数（平成28年３月31日現在）

実施機関名 件数
町長（水道事業管理者としての町長を含む） 297
教育委員会 74
選挙管理委員会 ９
監査委員 １
公平委員会 １
農業委員会 ４
固定資産評価審査委員会 ２
議会 12
計 400

②個人情報開示請求の状況

件数
処理状況

開示 部分開示 非開示
開示請求 ３ ２ ０ １

※個人情報の訂正、利用停止等の請求はありませんでした。

平成27年度の実施状況をお知らせ

８
月
は
人
権
強
調
月
間

今月のレシピ　「きゅうりとキャベツのゆかり和え」

（１人分） 　  エネルギー  17kcal　蛋白質  1.1g　脂質  0.2g
　　　　　 カルシウム  29mg　塩分 0.3g

 今月の食改さん

辻井　啓子さん
 第１班（湯屋谷）

　野菜料理をもう一品
欲しい時に、電子レン
ジを使い手間いらずに
出来ます。調理時間も
10分位です。
　暑い時期にさっぱり
とした味付けで食べや
すいです。

作り方

1	キャベツは食べやすく切りラップして電子レンジ（500W）で１分かける。
そのまま冷まし水気を絞りレモン汁
をかける。

2	きゅうりは小口切りにし、食塩をふってもみ、しんなりしたら水気を絞る。

3	①②をゆかりで和える。

きゅうりには身体を冷やす働きがあります。
暑い夏が旬の野菜です。

材　料

キャベツ　………　２枚（120ｇ）
きゅうり　………　２本（240ｇ）
レモン汁　………　少々（８ｇ）
食塩　……………　少々（0.4ｇ）
ゆかり　…………　少々（２ｇ）

（4人分）

食改の窓　No.185

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

｢

京
の
七
夕｣

協
賛
事
業

未
来
を
と
も
す

　
　や
ん
た
ん
灯あ

か

り
ま
つ
り

（
湯
屋
谷
地
蔵
盆
）
開
催
！



子育て支援
センター事業

8月

親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換の場「地域子育て支援センター」。
お気軽にお越しください。
開設日時▶平日午前９：30～午後４：00
子育てに関する相談も受け付けています。子育て通信

・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子

 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び

　子育て支援に関心のある方

　対 象 者
 ・まいまい赤ちゃんネンネ広場

　妊婦さんから７ヶ月くらいまでの親子

 ・まいまい赤ちゃんヨチヨチ広場
　８ヶ月から１才半くらいまでの親子

 ・妊婦さん広場　妊婦さん及び今後出産を希望される方

保健センター ☎88－6636健康のお便り
Health　center

今年も蒸し暑い夏が来た！　熱中症に気をつけましょう！

今月の
保健・予防案内

一般・乳幼児健康相談　 　［対象］全年齢
　9日㊋　午前９時30分～11時30分
助産師の授乳育児相談　 　［対象］授乳等育児の悩みがある保護者
　18日㊍　午前10時～正午
2歳児歯科健診　　［対象］生後２歳４か月～８か月
　19日㊎　午後０時50分～１時30分受付
乳幼児身体計測　 　［対象］小学校就学前まで
　19日㊎　22日㊊　午後２時30分～３時
幼児健康診査　　［対象］生後１歳６か月～９か月
　22日㊊　午後０時50分～１時30分受付
離乳食教室　 　［対象］４か月～７か月児と保護者
　24日㊌　午前10時～正午
BCG予防接種　　［対象］５か月～１歳未満
　31日㊌　午後１時15分～２時受付

　　　　　　　いずれも保健センター
　　　　　　　 ＝要予約

熱中症とは…室温や気温の高い中で、体内の水分や塩分（ナトリウム）などのバランスが崩
れ、体温の調節機能が働きにくくなり、体温上昇、めまい、体のだるさ、けいれんや意識の異
常など、様々な障害をおこします。

今月の
元気はつらつ！若返り塾

･ 在宅介護支援センター ☎88－5784

おやじエクササイズ（総合文化センター）
５日㊎、19日㊎【午前】
高尾公民館　　５日㊎【午後】
郷之口会館　　25日㊍【午後】
銘城台自治会館　　26日㊎【午前】
荒木（やすらぎ荘）　9日㊋【午前】
南公民館　　18日㊍【午後】
岩山会館　　４日㊍【午前】
緑苑坂自治会館　　２日㊋【午前】
禅定寺会館　　25日㊍【午前】
立川公民館　　２日㊋【午後】
湯屋谷会館　　18日㊍【午前】
奥山田会館　　26日㊎【午後】
※【午前】＝午前10時～正午
　【午後】＝午後２時～４時

前向き子育てプログラム
トリプルＰ（Positive	Parenting	Progrm）
　幼児期の子育てでは、たくさんの「困ったこと」が
ありますよね。
　戸惑う事ばかりでどのように解決したらよいかわか
らないのは、あなただけではありません。「子育ての
不安、イライラから少しでも楽になるために」「親子
の関係がよりよいものとなるために」問題解決の方法
を学ぶ連続講座を開催します。

日　時：9月2日（金）・9日（金）・16日（金）・23日（金）・
　　　　10月14日（金）
　　　　午前10時～正午
対　象：おおむね２歳～12歳までの子の保護者　
　　　　できるだけ連続参加　
費　用：テキスト代として、２,５００円（税別）��
場　所：地域子育て支援センター
講　師：矢本洋子（トリプルＰ認定ファシリテーター）
���������　幸山由佳（トリプルＰ認定ファシリテーター）
申　込：�８月22日（月）までに地域子育て支援センター

へ、お申込みください。

日 月 火 水 木 金 土

日付 1 2 3 4 5 6

事業名 まいまい
ネンネ広場

10:00～11:30

子育て支援センター

ふれ合いあそび

まいまい
おでかけ広場
10:00～正午

緑苑坂自治会館

水あそび

園庭開放

10:00～11:30

保育所園庭

雨天中止

時間
場所

内容

7 8 9 10 11 12 13

まいまい
あそびの広場
10:00～11:30

保育所ホール

わらべうた

まいまい
ヨチヨチ広場
10:00～11:30

子育て支援センター

水あそび

山の日

14 15 16 17 18 19 20

まいまい
工作広場

10:00～正午
子育て支援センター

スライム
水あそび

妊婦さん広場
パパの子育て応援事業
10:00～11:30
子育て支援センター
家族の絆作り
について講和

園庭開放

10:00～11:30

保育所園庭

雨天中止

21 22 23 24 25 26 27

夏祭り

10:00～16:00

みんなの家
ママ＇sマルシェ

& フリマ

まいまい
おでかけ広場
10:00～正午
やすらぎ荘

パネルシアター
紙あそび

まいまい
おでかけ広場
10:00～正午

みんなの家

お茶教室

28 29 30 31 1 2 3

いきいき
孫育て講座

10:00～正午

文化センター

祖父母の健康体操

まいまい
おでかけ広場
10:00～正午

緑苑坂自治会館

昔あそび

子育て講座

10:00～正午

子育て支援センター

トリプルP（予約制）

園庭開放

10:00～11:30

保育所園庭

雨天中止

地域子育て支
援センター

☎８８－６６２
２・FAX８８

－３１０４

参加者募集

場所

臨床心理士による
子育て相談（要予約）

8日（月）午後1:00～3:00
子育て支援センター　

「みんなの家」開放日
毎週火・金曜日

午前10：00～午後3：00（16日休み）
子どもとあそんだりおしゃべりに
利用しましょう！

子育てサークル活動日
ママ’sアクション　　 ２日（火）・30日（火）10：30～みんなの家
わらべうたサークル　 ９日（火）　10：30～ みんなの家
たんぽっぽサークル　24日（木）　10：00～ 住民体育館

子育てサービス利用支援窓口
平日8：30～17：15

※8日（月）、17日（水）、22日
（月）、31日（水）は、休みです。

　７月・８月は、気温、湿度が高くなることか
ら、熱中症になる危険性が高くなります。
　また、雨が降るなどして、涼しい日の後に、
突然気温が上がるときはさらに注意が必要にな
ります。
赤ちゃん・高齢者は熱中症に特に注意を

　赤ちゃんや乳幼児は、体重に占める水分の割
合が約80％を占めている（大人は約60％）こ
とから、大人に比べ、水分が減りやすいです。
　また、高齢者は、もともと体の水分が少な
く、脱水になりやすいことに加え、のどの渇き
を感じとる力も弱まっていることから、意識し
て水分をとるようにしましょう。

熱中症予防のポイント
①暑さを避ける

・部屋の温度をこまめにチェック！
・室温２８℃を超えないように、エアコンや扇
風機を上手に使いましょう。
・外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、
日よけ対策も行いましょう。
・無理をせず、適度に休憩をとりましょう。

②こまめに水分補給

・のどが渇く前に、のどが渇かなくてもこまめ
に水分（特に塩分が含まれているもの）を補給
しましょう。

　もし、あなたのまわりの人が熱中症になって
しまったら、涼しい場所へ避難させ、水分補給
を促しましょう。もし自分で水が飲めない、意
識がない場合は、すぐに救急車を呼びましょ
う。落ち着いて状況を確かめ、処置することが
肝心です。

　家の中にいても熱中症になる可能性が大
変高いです。温度・湿度調整を心がけま
しょう。
　また、人は寝てる間に多くの水分を失い
ます。睡眠中は水分
補給ができないこと
から、寝る前にコッ
プ１杯の水分をとり
ましょう。

最後に

暮らしの
情報

I N FO RMAT I ON

＝問合せ先　 ＝申込先

8月

募

集

お
知
ら
せ

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

　
昭
和
31
年
９
月
30
日
、
当
時

の
田
原
村
と
宇
治
田
原
村
が
合

併
し
、
宇
治
田
原
町
が
誕
生
し

て
今
年
で
60
年
を
迎
え
ま
す
。

合
併
の
３
年
前
、
昭
和
28
年
に

起
こ
っ
た
水
害
の
傷
跡
が
ま
ち

に
も
人
の
心
に
も
残
る
中
、
住

み
良
い
ま
ち
を
み
ん
な
で
作
り

上
げ
て
い
く
た
め
に
、
当
時
の

人
た
ち
が
意
見
を
出
し
あ
い
、

現
在
の
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
60
周
年
の
記
念
す
べ
き
町
の

誕
生
日
を
お
祝
い
す
る
た
め
、

「
や
す
ら
ぎ
」
と
「
ぬ
く
も
り
」

の
あ
る
ハ
ー
ト
の
ま
ち
と
し
て

「
平
和
」「
愛
」「
ハ
ー
ト
」「
思

い
や
り
」
な
ど
、
毎
日
を
平
和

に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
へ
の

「
喜
び
」
や
「
楽
し
さ
」、「
家

族
の
愛
」
や
「
動
物
や
植
物
へ

の
愛
情
」
等
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
作
文
や
絵
画
・
イ
ラ
ス

ト
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
　
「
ハ
ー
ト
」
や
「
愛
」

「
ぬ
く
も
り
」「
平
和
」
な
ど

が
感
じ
ら
れ
る
も
の
（
例
）
▼

宇
治
田
原
町
が
誕
生
し
て
60
年

﹃
未
来
へ
の
伝
言
　
明
日
に

伝
え
た
い
～
心
ぬ
く
も
る

ハ
ー
ト
の
ま
ち
～
﹄
作
文
・

絵
画
・
イ
ラ
ス
ト
作
品
募
集

大
切
に
し
て
い
る
ま
ち
の
風
景

▼
大
好
き
な
人
や
大
好
き
な
こ

と
▼
友
だ
ち
や
家
族
と
の
楽
し

い
時
間
▼
飼
っ
て
い
る
動
物
や

金
魚
な
ど
の
魚
、
育
て
て
い
る

植
物
へ
の
愛
情
な
ど

応
募
方
法
　
▼
作
文
＝
原
稿
用

紙
の
指
定
な
し
。
字
数
に
つ
い

て
も
特
に
制
限
な
し
▼
絵
画
・

イ
ラ
ス
ト
＝
基
本
画
用
紙
サ
イ

ズ
に
絵
の
具
・
色
え
ん
ぴ
つ
な

ど
使
用
し
て
表
現
の
こ
と

応
募
作
品
　
▼
絵
画
・
作
文
を

あ
わ
せ
て
一
人
１
点
以
内
▼
氏

名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号

を
記
入

募
集
期
間
　
９
月
２
日
（
金
）

ま
で
に
総
務
課
へ
提
出（
郵
送
・

持
参
問
わ
ず
）

そ
の
他
　
▼
著
作
権
は
主
催
者

に
帰
属
す
る
も
の
と
し
応
募
作

品
の
返
却
な
し
▼
応
募
作
品
は

広
報
紙
に
掲
載
す
る
他
、
公
共

施
設
へ
の
展
示
な
ど
予
定

総
務
課
（
☎
８
８
︲
６
６
３

１
）

対
象
　
町
内
在
住
小
・
中
学
生

規
格
　
四
つ
切
り
画
用
紙

条
件
　
図
案
に
は
①
第
50
回
町

民
体
育
大
会
②
期
日
＝
平
成
28

年
10
月
２
日
（
日
）
③
場
所
＝

宇
治
田
原
町
住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
３
点
を
入
れ
る
。
作
品
の
裏

面
に
、
学
校
名
、
学
年
・
ク
ラ

ス
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
を
明
記

申
込
期
限
　
９
月
２
日
（
金
）

入
賞
　
入
賞
者
に
は
賞
状
と
副

賞
・

体
育
協
会
事
務
局
（
住

民
体
育
館
内
☎
８
８
︲
４
５
６

７
）

町
制
施
行
60
周
年
記
念

第
50
回
町
民
体
育
大
会

ポ
ス
タ
ー
募
集

　
俳
句
を
と
お
し
て
、
ま
ち
の

こ
と
を
再
認
識
・
再
発
見
。
五
・

七
・
五
の
リ
ズ
ム
に
の
せ
た「
私

た
ち
の
宇
治
田
原
」
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
テ
ー
マ
　
私
た
ち
の
宇
治

田
原

対
象
　
町
内
在
住
小
・
中
学
生

部
門
　
小
学
生
の
部
、
中
学
生

の
部
の
２
部
門
（
一
人
３
句

以
内
）

応
募
方
法
　
所
定
の
投
句
用
紙

に
作
品
を
縦
書
き
し
、
氏
名
・

学
年
・
学
校
名
を
明
記
の
う
え
、、

学
校
を
通
じ
て
応
募
。
町
立
学

校
以
外
の
方
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
や

持
参
で
の
応
募
可
。

応
募
締
切
　
９
月
30
日
（
金
）

入
賞
発
表
　
11
月
４
日
（
金
）

町
Ｈ
Ｐ
で
発
表
（
入
賞
者
へ
は

通
知
）

第
３
回
﹁
宇
治
田
原
ふ
る
さ

と
文
化
賞
﹂
作
品
募
集

入
賞
数
　
最
優
秀
賞
１
句
、
優

秀
賞
１
句
、
佳
作
３
句

備
考
　
応
募
作
品
の
権
利
は
主

催
者
に
帰
属
。
自
作
で
未
発
表

の
作
品
に
限
る
。
選
考
に
関
す

る
問
合
せ
不
可

・

教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
（
☎
８
８
︲
５
８
５
０
・

E
-m

ail:shougaigakushu@
tow

n.ujitaw
ara.kyoto.jp

）

対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

※
リ
ハ
ー
サ
ル
や
打
合
せ
会
議

に
参
加
で
き
る
個
人
・
団
体（
の

ど
自
慢
は
定
員
30
人
）

申
込
み
　
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
提
出

申
込
締
切
　
８
月
17
日
（
水
）

展
示
・
発
表
日
程
︵
10
月
︶

▼
作
品
展
示
　

・
書
道
、
絵
画
、
陶
芸
、
生
け

花
等
の
展
示
＝
28
日
（
金
）
～

30
日
（
日
）

▼
コ
ン
サ
ー
ト
・
舞
台
発
表
等

・
吹
奏
楽
、
コ
ー
ラ
ス
等
の
コ

ン
サ
ー
ト
＝
29
日
（
土
）
午
後

１
時
～

・
舞
踊
、
ダ
ン
ス
等
の
舞
台
発

表
＝
30
日
（
日
）
午
後
１
時
～

・
の
ど
自
慢
＝
26
日
（
水
）
午

後
６
時

・

教
育
委
員
会
社
会
教
育

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

文
化
祭
２
０
１
６

作
品
出
展
者
・
出
演
者
募
集

課
（
☎
８
８
︲
５
８
５
０
）

募
集
種
目
と
資
格

① 

航
空
学
生
＝
高
卒（
見
込
含
）

21
歳
未
満

② 

一
般
曹
候
補
生
＝
18
歳
以
上

27
歳
未
満
）

③ 

自
衛
官
候
補
生
・
男
子
＝
18

歳
以
上
27
歳
未
満
）

④ 

自
衛
官
候
補
生
・
女
子
＝
18

歳
以
上
27
歳
未
満
）

受
付
期
間
　
①
②
④
＝
９
月
８

日
（
木
）
③
＝
年
間
を
通
じ
て

・

宇
治
地
域
事
務
所
（
☎

４
４
︲
７
１
３
９
）

自
衛
官
募
集

　
新
聞
紙
、
段
ボ
ー
ル
、
雑
誌

類
、
古
布
は
自
治
会
等
で
回
収

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
出

す
場
所
や
回
収
日
は
地
区
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、「
ご

み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
チ
ラ

シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
自
治

会
な
ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
新
聞
紙
や
段
ボ
ー
ル
、
雑
誌

等
は
ひ
も
で
く
く
っ
て
所
定
の

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
紙
パ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
町
で

月
２
回
収
集
し
て
い
ま
す
が
、

回
収
し
て
い
る
自
治
会
も
あ
り

ま
す
。

　
紙
パ
ッ
ク
は
中
を
水
で
す
す

い
で
切
り
開
き
、
乾
か
し
た
も

の
を
ひ
も
で
く
く
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

注
ぎ
口
の
つ
い
た
も
の
、
内
側

を
ア
ル
ミ
な
ど
で
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
し
た
も
の
は
出
せ
ま
せ
ん
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
ご
協
力

紙
パ
ッ
ク
な
ど
の
出
し
方

を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
９
）
　

　
山
林
や
個
人
宅
の
生
垣
・
庭

木
の
倒
木
、
枝
の
落
下
な
ど
に

よ
り
、
道
路
を
通
行
中
の
車
両

が
損
傷
す
る
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
樹
木
の
所

有
者
が
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
道
路
で
の

交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
、
通

行
に
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ

る
樹
木
は
、
所
有
者
が
確
認
し

事
前
に
伐
採
し
て
く
だ
さ
い
。

　
私
有
地
か
ら
道
路
上
に
張
り

出
し
て
い
る
樹
木
や
枝
葉
は
、

土
地
所
有
者
に
所
有
権
が
あ
る

た
め
、
町
で
勝
手
に
切
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
▼
樹
木
の
道

路
上
へ
の
は
み
出
し
▼
立
ち
枯

れ
や
折
れ
枝
に
よ
る
道
路
へ
の

倒
木
▼
竹
林
等
の
繁
茂
に
よ
る

道
路
上
へ
の
飛
び
出
し
︱
が
見

ら
れ
る
土
地
の
所
有
者
は
、
所

有
者
の
管
理
・
責
任
で
、
枝
払

い
・
伐
採
の
処
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
７
）

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る

樹
木
伐
採
の
お
願
い

　
公
共
下
水
道
や
町
設
置
浄
化

槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
使

用
人
数
に
変
更
が
あ
れ
ば
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　
水
道
水
以
外
の
井
戸
水
な
ど

を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
料
金

が
使
用
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

下
水
道
・
町
設
置
浄
化
槽
の
使

用
人
数
に
変
更
あ
れ
ば
届
出
を

W80×H45宇治田原町

リファイン京田辺 アルス株式会社
アルス耐震改修専門店

0120-806-200通話料無料
携帯からもＯＫ！

リファイン京田辺 検索

◆電話受付10時～16時　◆定休日：水曜日　◆京田辺市三山木西荒木６

リフォーム・増築・改築・新築を通して、生涯“げんき”
をサポートする健康長寿の住まいをつくる専門店です。

耐震改修工事おまかせください！

▲昨年度最優秀賞青山奈央さんの作品

▲昨年度舞台発表（コーラス）



　
毎
年
７
月
31
日
が
期
限
と
な

る
た
め
、
８
月
１
日
以
降
有
効

な
負
担
限
度
額
認
定
証
を
希
望

す
る
場
合
は
更
新
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
す
で
に
負
担
限
度
額
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
に
は
、
７
月
中

に
更
新
の
お
知
ら
せ
と
申
請
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
条
件
　
（
生
活
保
護
受
給

者
を
除
く
）

①
本
人
、
本
人
が
属
す
る
世
帯

の
世
帯
員
及
び
配
偶
者
が
市
町

村
民
税
非
課
税

②
本
人
及
び
配
偶
者
の
預
貯
金

等
の
資
産
の
額
の
合
計
が
２
，

０
０
０
万
円
以
下

（
配
偶
者
が
い
な
い
場
合
は
本

人
の
額
が
１
，
０
０
０
万
円
以

下
）

申
請
方
法

申
請
書
及
び
同
意
書
を
記
入

し
、「
預
貯
金
等
の
要
件
を
確

認
で
き
る
書
類
」
を
添
付
の
う

え
、
提
出

・

介
護
医
療
課
（
☎
８
８

︲
６
６
１
０
）

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

対
象
者
　
平
成
27
年
１
月
１
日

時
点
で
本
町
に
住
民
票
が
あ
る

方
。

　
平
成
27
年
度
の
住
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

方
で
、
平
成
28
年
度
中
に
65
歳

以
上
に
な
る
方
。
た
だ
し
、
課

税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
、

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方

は
除
く
。

給
付
額
　
対
象
者
１
人
に
つ

き
、
３
万
円
（
１
回
限
り
）

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
（
高
齢
者
向
け
）

８
月
８
日
ま
で
に
申
請
を

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
）

　
町
の
国
民
健
康
保
険
に
継
続

し
て
ご
加
入
の
40
歳
以
上
の
方

に
対
し
て
、
６
月
末
に
「
特
定

健
康
診
査
の
受
診
券
（
さ
く
ら

色
の
用
紙
）
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。

　
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

指
定
の
医
療
機
関
に
て
９
月
末

ま
で
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
　
無
料

介
護
医
療
課
（
☎
８
８
︲
６

６
１
０
）

町
国
保
40
歳
以
上
の
特
定
健

診
受
診
期
限
は
９
月
30
日

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご

加
入
の
方
の
健
診
は
、
９
月
末

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
だ
、

お
済
み
で
な
い
方
は
、
役
場
で

事
前
申
込
み（
電
話
可
）後
、
配

布
さ
れ
た
受
診
票
と
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
を
お
持
ち

い
た
だ
き
、
指
定
の
医
療
機
関

に
て
お
早
め
に
受
診
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
　
無
料

介
護
医
療
課
（
☎
８
８
︲
６

６
１
０
）

75
歳
以
上
の
方
の
健
診

９
月
末
ま
で
に
受
診
を

　
親
の
い
な
い
子
ど
も
や
、
親

が
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
事
情
の

た
め
、
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
が
い

ま
す
。

　
里
親
と
は
、
こ
う
し
た
子
ど

も
た
ち
が
明
る
く
健
や
か
に
成

長
で
き
る
よ
う
、
自
分
の
家
庭

に
迎
え
入
れ
、
暖
か
い
愛
情
を

里
親
さ
ん
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

～
あ
な
た
を
待
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
い
ま
す
～

　
電
気
柵
を
使
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、
定
期
的
な
安
全
点
検
を

お
願
い
し
ま
す
。

適
切
な
管
理
を

鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
に
設

置
さ
れ
た
電
気
柵

１
　
電
気
柵
を
設
置
し
て
い
る

場
合
は
、
必
ず
「
危
険
で
あ
る

こ
と
」
を
人
が
見
や
す
い
場
所

や
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
い

相

談

　
自
分
が
き
こ
え
に
く
い
こ
と

を
、
周
り
に
言
え
ず
に
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

　
京
都
府
及
び
（
福
）
京
都
聴

覚
言
語
障
害
者
福
祉
協
会
で

﹁
き
こ
え
﹂
に
悩
ん
で
い
る

青
年
・
壮
年
の
つ
ど
い

は
、
き
こ
え
に
悩
ん
で
い
る
方

を
対
象
と
し
た
学
習
・
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
程
　
９
月
３
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時

場
所
　
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン

タ
ー

対
象

・
18
歳
～
50
歳
ま
で
の
き
こ
え

に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る

方
と
そ
の
ご
家
族

・
聴
覚
障
が
い
者
に
関
わ
る
関

係
者
、
ま
た
は
関
心
の
あ
る
方

内
容
　
①
難
聴
青
年
の
体
験
発

表
②
意
見
交
流

参
加
費
　
無
料

申
込
み
方
法
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

は
が
き
に
①
氏
名
②
住
所
③
連

絡
先
　
を
記
入
し
て
郵
送
、
ま

た
は
電
話
申
込

申
込
締
切
　
８
月
26
日
（
金
）

・

府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン

タ
ー
　
「
き
こ
え
に
悩
ん
で
い

る
青
年
・
壮
年
の
つ
ど
い
事
務

局
」（
〒
６
１
０
︲
０
１
２
１

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64
・

☎
５
５
︲
７
７
０
８
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

３
０
︲
９
０
０
０
）

日
時
　
︿
整
形
外
科
﹀
８
月
３
・

10
・
17
・
24
・
31
日
（
水
）
午

後
２
時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所
　
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

身
体
障
が
い
者
相
談

↑

も
っ
て
育
て
て
く
だ
さ
る
方
の

こ
と
で
す
。

　
里
親
に
は
、「
養
育
里
親
」「
養

子
縁
組
里
親
」「
親
族
里
親
」

な
ど
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
週
末
や
夏
休
み
、

年
末
年
始
な
ど
の
短
期
間
に
子

ど
も
を
受
け
入
れ
る
「
家
庭
生

活
体
験
事
業
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

里
親
）」
も
京
都
府
が
独
自
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
関
心
の
あ
る
方
は
、
健
康
児

童
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

健
康
児
童
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
６
）
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
７
５
︲
５
３
１
︲

９
６
０
０
）

安
全
点
検
の
内
容

平
成
28
年
度
京
都
府
防
犯
ま
ち
づ
く
り
表
彰

　
　谷

　川

　ヤ
ス
ヱ
さ
ん

町立図書館　☎88－5852図 書 館 だ よ り

休館日
　2・9・16・23・30日（火曜日）
　12日（金・振替休館）
　25日（木・館内整理日）
おはなし会
　①13日(土)11：00～
　②27日(土)11：00～
「絵本のじかん」交流会
　25日(木)10：00～

今月の予定 ﹃
お
は
な
を
あ
げ
る
﹄

ジ
ョ
ナ
ル
ノ
・
ロ
ー
ソ
ン
作

シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
絵

　
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び

に
気
づ
か
れ
た
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
絵
本
に
は
文
字

が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も

単
色
に
近
い
絵
か
ら
始
ま

り
、
少
女
の
動
き
に
合
わ

せ
て
絵
が
徐
々
に
色
づ
い

て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
絵
本
の
世
界
を
ど

の
よ
う
に
感
じ
る
か
は
読

ま
れ
る
方
の
自
由
で
す
。

ぜ
ひ
と
も
美
し
い
絵
に
ふ

さ
わ
し
い
美
し
い
物
語
を

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

﹃
世
界
の
美
し
い
本
﹄

海
野

　弘

　解
説
・
監
修

　
読
み
進
め
て
い
く
と
、

次
々
と
色
鮮
や
か
な
豊
か

で
味
わ
い
深
い
絵
が
描
か

れ
た
本
が
登
場
し
て
き
ま

す
。
世
界
中
で
中
世
か
ら

現
代
ま
で
の
間
に
作
ら
れ

た
、
各
時
代
を
代
表
す
る

貴
重
な
本
が
、
美
し
い
写

真
と
解
説
文
と
い
っ
し
ょ

に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

視
覚
的
に
楽
し
め
る
だ
け

で
な
く
、
簡
単
な
本
の
歴

史
と
美
術
史
が
同
時
に
学

べ
る
本
で
も
あ
り
ま
す
。

眺
め
て
い
る
だ
け
で
、
本

が
も
つ
不
思
議
な
魅
力
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

Information from Town’s library

紙コップで回転タコさんを
作ろう！

夏休み
工作教室

◉日　時　▶▶　８月４日 ■木 午前10時～

◉会　場　▶▶　総合文化センター　研修室2
◉定　員　▶▶　先着10名
◉対　象　▶▶　幼児・小学生
　　　　　　　　小さなお子さんは保護者同伴
◉申込み　▶▶　来館または電話
◉参加費　▶▶　無料
◉持ち物　▶▶　ストロー２本、色ペン、はさみ

Event

「紙コップで作ろう」

表
現
で
、
適
当
な
間
隔
を
開
け

て
、
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
電
気
柵
の
電
気
供
給
は
、

電
気
柵
用
電
源
装
置
（
電
気
柵

用
パ
ル
ス
発
生
装
置
）
か
ら
受

け
て
く
だ
さ
い
。

３
　
電
気
柵
用
電
源
装
置
（
電

気
柵
用
パ
ル
ス
発
生
装
置
）
の

電
源
を
家
庭
用
の
百
ボ
ル
ト
電

源
か
ら
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、

漏
電
遮
断
器
を
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

　
電
気
柵
に
草
が
触
れ
る
と
、

漏
電
し
、
動
物
に
対
す
る
十
分

な
効
果
が
発
揮
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
定
期
的
に
草
刈
を
し
、

電
圧
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
落
ち
枝
等
で
破
損
し
て
い

な
い
か
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
達
に
も
電
気

柵
に
近
づ
い
た
り
、
触
っ
た
り

し
な
い
よ
う
に
注
意
啓
発
を
お

願
い
し
ま
す
。

産
業
観
光
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
８
）

講

座

←　
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解
と

認
識
を
深
め
る
機
会
と
し
て
京

田
辺
市
で
開
催
さ
れ
る
「
手
話

教
室
・
後
期
」
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

対
象

　
「
手
話
教
室
・
前
期
」

受
講
修
了
者
ま
た
は
手
話
で
簡

単
な
日
常
会
話
が
で
き
る
方

（
18
歳
以
上
）

期
間

　
９
月
16
日
～
平
成
29
年

２
月
10
日
の
毎
週
金
曜
日
（
全

19
回
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

※

 
 

12
月
23
日
、
30
日
、
１
月
６

日
は
休
み

定
員

　
先
着
30
名

会
場

　
京
田
辺
市
立
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
京
田
辺
市
興
戸
犬

伏
５
番
地
の
８
）

費
用

　
受
講
料
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
３
，
０
０
０
円

　
（
選
択
講
座
参
加
費
必
要
）

申
込
み
方
法

　
往
復
は
が
き
に

①
京
田
辺
市
手
話
教
室「
後
期
」

②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
住
所

④
年
齢
⑤
連
絡
先
（
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
）
⑥
手
話
学
習
や
活
動
経

験
⑦
返
信
面
に
申
込
者
宛
先
を

記
入
し
て
郵
送

申
込
締
切

　
９
月
２
日
（
金
）

必
着

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
﹁
後

期
﹂

そ
の
他

　
保
育
に
つ
い
て
は
要

問
い
合
わ
せ

・
京
田
辺
市
「
手
話
教
室
」

事
務
局
（
〒
６
１
０
︲
０
１
２

１
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64

☎
３
０
︲
９
０
０
０
・
FAX
  ５
５

︲
７
７
０
８
）

まちかどほっとナウ
Ujitawara  Town  Topics 

　７月に入り、うぐいす宇治田原幼稚園では１日に、町
立保育所では４日に、相次いでプール開きが行われまし
た。連日30℃を超える真夏日が続くなかで、子どもたち
は笑顔をはじけさせながら水の感触と冷たさを楽しんで
いました。
　うぐいす宇治田原幼稚園では、園児たちはイルカや
ボールなどを使いながらプールを楽しんでおり、安井希
ちゃん（６歳）は「ボール遊びが楽しい」と笑顔で話
しました。

　また、保育所では、プール
に入ったり、水を使ったおも
ちゃ遊びをして楽しみまし
た。園児たちはプールの中で
歓声を上げながら水を掛け合
い、順番待ちの子どもたち
は喜々とした表情で自分たち
の番を待っていました。
　うじたわらっ子たちも夏の
到来を感じたのではないで
しょうか。

　恒例の湯屋谷区ボウリング大会が行われました。普段
の運動不足を解消するためにたくさんの参加者が集まり
ました。和気あいあいと楽しい時間を過ごすことができ

ました。今年の優勝
者は、男子の部・藤
田弥さん。女子の
部・永谷容子さん。
子どもの部・浅田真
美さんでした。来年
も楽しみです。

今年も夏がやってきた
絶好のプール日和

毎年恒例
湯屋谷区民ボウリング大会

7／1・4

6／25

〈広報モニター（湯屋谷）浅田美幸さん〉

　町と消防団では、「自分たちのまちは自
分たちで守る」ことの大切さや、身近にあ
る火気の危険を知ってもらおうと、今年も
防火ポスターを募集します。
内容
防火標語「消しましょう　その火その時　
その場所で」にあう図案
対象
町内在住小学生（４年生以上）・中学生
募集方法
①学校名②学年③氏名（ふりがな）④性別
を記入のうえ、８月30日（火）までに小

がんばってます！消防団 Fire Busters 総務課 ☎88－6631
こちら消防分署 宇治田原分署　☎88－5500

夏の火災防止運動実施中（8/1月～8/7日）

消しましょう　その火その時　その場所で
　夏の暑さにより、注意力散漫になったり、帰省・行楽等で
火気取扱いの不注意が起こりやすい季節です。火の元には十
分注意してください。

＝お祭りなどのイベントを開催される皆様へ＝
　地域のお祭りなどで
火気器具（カセットコ
ンロ等）、発電機（ガ
ソリン等の液体燃料を
使用）を使用する場合
は京田辺市火災予防条例により「火気
等を使用する露店等の開設届出書」の
提出をお願いします。

日
時

　
９
月
４
日
（
日
）
午
前

10
時
～
正
午

場
所

　
住
民
体
育
館

対
象

　
ス
ポ
ー
ツ
・
学
校
指
導

者
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
関

心
の
あ
る
方
な
ど
、
高
校
生
以

上
の
町
内
在
住
・
在
勤
者

内
容

　
講
演
（
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
生
み
出
す

「
筋
肉
」
と
「
技
術
」）
と
運

動
実
践
指
導
（
特
別
な
道
具
を

使
わ
な
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
）

講
師

　
同
志
社
大
学
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
部
助
教
渡
邊
裕
也
さ

ん

定
員

　
先
着
30
名

申
込
み

　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、来
館

・

住
民
体
育
館
内
（
☎
８

８
︲
４
５
６
７
）

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

﹁
筋
肉
を
強
く
す
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
動
き
を
上
達
さ
せ

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
﹂

　
今
ま
で
培
っ
た
技
術
・
経
験

を
武
器
に
「
独
立
開
業
」
を
志

す
方
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
後
継
者
や
若
手
経
営

者
の
方
に
も
最
適
な
講
習
会
で

す
。
経
験
豊
富
な
中
小
企
業
診

断
士
の
講
師
と
現
場
で
中
小
企

業
を
支
援
し
て
い
る
商
工
会
経

京
都
や
ま
し
ろ
創
業
塾

自
分
の
夢
を
実
現
し
ま
せ
ん

か
！

営
支
援
員
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

目
的

　
創
業
・
独
立
開
業
に
か

か
る
知
識
と
技
術
の
習
得
及
び

独
立
開
業
を
志
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り

日
時

　
８
月
28
日
・
９
月
４
日
・

11
日
・
25
日
・
10
月
２
日
・
９

日
（
９
月
18
日
除
く
毎
週
日
曜

日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所

　
京
田
辺
市
商
工
会
館

受
講
料

　
６
千
円
（
全
６
回
）

・

山
城
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
８
︲

１
１
２
０
）

作品募
集

作品募
集

第８回防火ポスターコンクール
中学校を通じ応募ください。（町外の学校
に通学している方は、役場総務課へ）
備考
・応募は１人１点と
し、ポスターには防火
標語を記載しないでく
ださい。
・応募作品は審査を経
て、全日本消防人共済
会主催のコンクールに
応募します。 ▲昨年の最優秀・

松原直柔さんの作品

〈京都府立大学３回生（インターンシップ）北原達也〉

よろしく
お願いします

ご協力
ありがとう
ございました

日本赤十字社資
　５月から皆さんにご協力いた
だきました日本赤十字社宇治田
原分区社資募集の総額は、

になりました。
1,024,909　円

　ご協力いただいた社資、寄付
金は、災害救護活動や国際救援
活動など赤十字事業の推進に活
用させていただきます。

福祉課　☎88－6635

内
容

　
補
装
具
、
リ
ハ
ビ
リ
、

施
設
利
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
・
FAX
  ８
８
︲
３
２
３
１
）



　
町
品
評
会
で
は
、
選
り
す
ぐ

ら
れ
た
新
茶
36
点
の
出
来
栄
え

が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
員
は
、
出
品
茶
一
つ
ひ

と
つ
の
外
観
、香
気
、水
色
（
お

茶
の
色
）、
滋
味
、
か
ら
色
（
て

ん
茶
の
茶
が
ら
の
色
）
を
入
念

に
審
査
し
ま
し
た
。

　
澤
﨑
審
査
長
（
府
農
林
水
産

技
術
セ
ン
タ
ー
農
林
セ
ン
タ
ー

茶
業
研
究
所
長
）
は
「
今
年
は
、

３
月
上
旬
か
ら
気
温
が
高
い
日

が
続
き
、
新
芽
の
始
動
が
早

ま
っ
た
た
め
一
番
茶
摘
採
期
は

平
年
よ
り
５
日
早
く
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
出
品
さ
れ
た

茶
は
、
生
産
者
皆
様
の
努
力
に

よ
り
外
観
、
内
質
と
も
に
優
れ

て
い
た
。」
と
講
評
さ
れ
ま
し

た
。

　
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
（
敬
称
略
）

【
か
ぶ
せ
茶
の
部
】

▽
最
優
秀
賞
＝
勝
谷
健
士
▽
優

秀
賞
＝
森
口
雅
至
▽
優
良
賞
＝

奥
谷
輝
夫
、
下
岡
清
富
▽
佳
良

賞
＝
西
川
栄
彦
▽
佳
良
相
当
＝

下
岡
京
子
▽
佳
良
賞
＝
並
木
秀

和【
玉
露
の
部
】

▽
最
優
秀
賞
＝
下
岡
清
富
▽
優

秀
賞
＝
並
木
泰
義
▽
優
良
賞
＝

並
木
秀
和
▽
佳
良
賞
＝
奥
田
善

浩【
て
ん
茶
の
部
】

▽
優
秀
賞
＝
並
木
秀
樹
▽
優
良

賞
＝
並
木
泰
義
▽
優
良
相
当
＝

並
木
泰
義
▽
佳
良
相
当
＝
並
木

秀
和
、
並
木
美
樹
、
並
木
秀
和

【
煎
茶
の
部
】

▽
優
秀
賞
＝
森
田
木
一
▽
優
良

相
当
＝
森
田
芳
紀

　
出
品
者
を
は
じ
め
、
茶
摘
み

さ
ん
リ
ー
ダ
ー
や
多
数
の
関
係

者
の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ

り
、
多
く
の
上
位
入
賞
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬

称
略
）

【
か
ぶ
せ
茶
の
部
】

　
一
等
　
勝
谷
健
士

　
三
等
　
下
岡
清
富

　
三
等
　
森
口
雅
至

【
玉
露
の
部
】

　
一
等
　
並
木
泰
義

　
二
等
　
下
岡
清
富

　
三
等
　
並
木
秀
和

産
業
観
光
課
（
☎
８
８
―
６

６
３
８
）

　７月７日（木）みんなの家（立川地内）で子育て・孫育て世代約40名が
参加し、西谷町長と意見交換を行いました。
　若い子育て世代からは、「京都市内に住んでいたときは高齢化が進み、子
どもがとても少なかったが、こちらに来てからは子育て世代が多いことが心
強い」ことや、「子どもが参加できる地域のお祭りがあっても良いのでは」
などの意見があり、孫育て世代か
らは「この場で小さい子たちとふ
れあえ、とても元気がもらえ
る。」など、様々な世代から意見
が出されました。
　町長は「家庭・地域・行政が力
を出し合い連携し、子どもたちを
育んでいきたい。」と述べ、最後
は記念撮影をし、子どもたちの健
やかな成長をともに願いました。

町長と語る〈ゆめ・まち・みらい〉
町内事業者・生産者の方へ

宇治田原町
ふるさと特産品を
募集します
　ふるさと特産品とは…
　　町内で製造、加工、栽培等をしている商品・サービス
　　町の PR につながる商品・サービス

　
本
町
で
は
、
町
制
施
行

60
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
ふ
る
さ
と
納
税
さ
れ

た
方
に
、
感
謝
の
気
持
ち

を
表
す
と
と
も
に
、
町
の

魅
力
や
地
元
産
業
を
更
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
ふ

る
さ
と
特
産
品
」
を
充
実

さ
せ
、
お
礼
の
品
と
し
て

贈
呈
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
募
集
チ
ラ
シ

ま
た
は
町
Ｈ
Ｐ
を
参
照
。

チ
ラ
シ
配
布
場
所

　
役
場
、文
化
セ
ン
タ
ー
、

　
商
工
セ
ン
タ
ー
　
他

募
集
期
間

　
９
月
16
日
（
金
）
ま
で

企
画
財
政
課
（
☎
８

８
‐
６
６
３
２
）

【町の位置】北緯34度51分東経135度51分海抜118メートル（役場）【町の面積】58.16平方キロメートル

　　　　　▶元気のヒケツ（80歳以上）　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便かＥメール。ご希望があれば、広
報担当者が写真撮影に伺います。▶わが家のアイドル（乳幼児）　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）」をお送りください。
■ 投稿先　総務課広報 ☎88－6631　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.kyoto.jp

投稿募集中

わが家のアイドル。元気のヒケツ。ヒケツ。

いつもみんなを笑顔にしてくれてあ
りがとう！
元気にすくすく育ってね♡

阪井　旺
お う た

汰ちゃん（8ヶ月）

元気い～っぱい楽しいこと
い～っぱいしようね♡♡

太田　英和さん （89歳）

平成２年からのやすらぎ荘民謡も早や26
年皆で楽しく唄い、談笑するのも一つの健
康法かなと感謝しています。

くとうてん

　７月21日・22日に平和体験学習の
一環で町内の小中学生とともに広島
に行ってきました。子どもたちは、
旅行気分もあり少し浮き足立ってい
ましたが、現地に着いてからは、戦
争の悲惨さを学び取って帰ろうと被
災者の講話などを集中して聞いてい
ました。
　さて、私ごとですが、広島は大学
生の時、毎年部活の旅行を兼ねて千
羽鶴の献納に訪れていたのですが、
人生で初めて訪れたのは宇治田原小
学校６年生の時で、私も広島平和体
験学習の参加者でした。
　当時は、優しい役場のおにいさん
に連れて行っていただいたのです
が、いまやそのおにいさんは、厳し
い直属の上司になられています。
　今後も町の財産である“こどもた
ち”に自ら感じ学び取って成長につ
ながる事業を行っていきたいと思い
ます。　　　　　　　　　　（Ｈ）

辻　愛
あ い み

心ちゃん （1歳1ヶ月）

緑
茶
発
祥
の
ま
ち
か
ら
多
数
受
賞

　
第
34
回
京
都
府
茶
品
評
会（
７
月
５
・
６
日
）

　
　
　農
林
水
産
大
臣
賞（
か
ぶ
せ
茶
の
部
）
勝
谷
健
士
さ
ん
（
禅
定
寺
）

高
品
質
の
お
茶
が
勢
ぞ
ろ
い

　
第
41
回
宇
治
田
原
町
茶
品
評
会（
６
月
24
日
）

　
　
　か
ぶ
せ
茶
の
部
最
優
秀
賞=

勝
谷
健
士
さ
ん
（
禅
定
寺
）

　
　
　玉
露
の
部
最
優
秀
賞=

下
岡
清
富
さ
ん
（
立
川
）


